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周囲の人々は、つい目の前の問題に目を奪われて、根本的な

薬物依存症の問題を置き去りにしてしまうことがないように気をつけましょう。

表 1　家族からみた薬物依存症者の行動

薬物依存症者の行動 経験した家族の割合

感情の起伏が激しく、人が変わったようになった 93％
薬物を買うために嘘をついた 84％
薬物について尋ねると不機嫌になった 81％
意味不明な話をしたり行動がまとまらないことがあった 78％
家の中で薬物を使用した 76％
薬物使用の道具が出てきた 76％
薬物使用を見つかって開き直ったことがある 69％
薬物を使って大声を出したり暴れたりした 68％
薬物が原因で仕事を解雇された 68％
薬物が原因で身体的問題が起き、受診した 67％
本人が作った借金の督促が来たことがある 67％
薬物を使って暴力を振るうことがあった 61％
薬物使用のために補導・逮捕されたことがある 61％
薬物依存症、薬物中毒、中毒性精神病の診断を受けた 58％
薬物使用をやめるための入院をした 52％

菊池安希子、和田清「物質依存症の当事者家族への対応—茨城ダルク家族会の活動を中心に—」、精神科治療学、１９（１２）；１４１９—

１４２６、２００４より改変

あなたのまわりに こんなことは 起きていませんか？
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 薬物依存症の進行

　ちょっとした好奇心や仲間意識で薬物を使い始めた時期から、依存症はみえないところで

少しずつ進行していきます（図３）。薬物乱用を繰り返すうちに、やがて、少しずつ依存が形成

されて、薬物使用がコントロールできなくなっていきます。その結果、薬物乱用の頻度がどん

どん高くなってしまいます。しかし、この時点では、ほとんどの人は問題を認めようとはしま

せん。このように現実を否認するような間違った考え方や感じ方をするようになるのもこの

“依存症”という障害の特徴です。

　やがて、借金・犯罪・家庭不和などの二次的な問題が深刻化してくるので、まず家族や周囲の

身近な人々が「困った」「なんとかしなくちゃ」と考えるようになります。しかし、当の本人は、

何が何でも薬物を手に入れて、それを使うという生活を繰り返しながらも、自分に薬物の問題

があるとは認めようとしない場合が多いのです。

　そのうちに、多くの場合、幻覚や妄想などの精神病の症状が現れてきます。覚せい剤精神病

の場合には、「誰かにつけられている」「警察に見張られている」などの妄想や、「みんなが自

分の悪口をいっている」「“死ね”という声が聞こえる」などの幻聴が主な症状です。精神病状

態になると、本人自身は、幻覚や妄想に気を取られて、乱用自体の頻度は低下しがちになりま

す（図３）。そうなると、ご家族や周囲の人たちは、乱用よりも通常とは異なった本人の言動・行

動への対応に苦慮するようになってしまいます。幻覚や妄想自体は薬物乱用を中止し、向精神

薬の処方など適切な医学的処置を受けると、通常は 1 〜 3 ヶ月内に治まることが多いといわ

れています。

3 薬物依存症の進行と回復の過程


